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1970年代 イギ リス 視 覚障害 当事者組織ABAPSTAS の

　　　　創設 とイ ンテ グ レー シ ョ ン要求の本質

宮内　久絵

　ABAPSTAS は、 ミ リガ ン、リ
ー

ド、及び ロ ウ をは じめ とす る視覚障害者に よ っ て 高

等教育機関に所属す る視覚障害者の 支援体制の 確立 を 日的に創設 され た当事者組織で

あ っ た 。 同組織創設の 要因 として 三 人が直面 して い た高等教育機関で の 支援体制の 問

題 と、当事者運 動が 活発化 して い た当時の 時代背景が 挙げ られた 。 またイン テ グ レー

シ ョ ン要求の 背景に は 次の 二 点が 挙げられ た。一
つ は 同団体の 主張の根源に は、当時

の 盲学校教育 の 質及び 、三 分岐型中等教育制度 へ の 不満が あ り、 その 解 決手段 と して

晴眼児 と共 に学 ぶ 、刺激的で 、卒後に大学進学 も選択で きる総合制 中学校で 学ぶ こ と

が 可能な イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン を要求した こ とで ある 。 もう一
つ は社会的偏見に遭遇 し

た当事者 に よ っ て 結成 され たABAPSTAS に と っ て、幼少期か ら晴眼児と視覚障害児が

共通の場で 学ぶ イン テ グレーシ ョ ンはその 解消手段 と映 っ た こ とで ある 。

キー ・ワ ー ド ： イギ リス 、視覚障害教育、当事者組織、イ ン テ グ レーシ ョ ン

1 ．は じめに

　 1．問題 の所在 と目的

　本研究は 、イギ リ ス 視覚障害教育にお い て盲

学校で の 分離的教育が主流で あ っ た 1970年代初

頭 に 、 イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ンへ の 転換 を要 求 し、

視覚障害教 育分野 にお ける イ ン テ グ レー
シ ョ ン

議論の 火付 け役 と な っ た視覚障害当事者組織、

盲弱視教員学生協会 （Association　of 　Blind　and

Partially　Sighted 　Teachers　and 　Students：以下

ABAPSTAS ） に焦点を当て 、同 組織創設 の背

景と、 い か なる理由か らイン テ グ レ
ー

シ ョ ン 要

求を行 っ た のか を究明す る こ とを目的とす る 。

　ABAPSTAS は大学 で教鞭 を とっ て い た 3 人

の 視覚障害当事者に よ っ て 1970年 に結成 された

小規模 な組織 で あ っ た 。結成か ら 4 年後 に は

100人の 会員 を抱 えた 同組織 に よる イ ン テ グ レ

茨城 キ リ ス ト教 大 学児 童 教 育 学 科

一
シ ョ ン要求 は 、 1972年に発行 された諮問委員

会報告書が 契機 とな っ た。こ れ は視覚障害教育

の 今後 の あ り方 を検討するた め教育科学省大 臣

M ．サ ッ チ ャ
ー

が 設 置 した、 M ．D ．バ ー ノ ン

（Magdalen　D ．　Vemon ）を座長とす る委員会が作

成 した報告書 （以 下バ ーノ ン 報告）で あ っ た 。

視覚障害児の 9 割以上 が寄宿制盲学校で教育を

受けて い た 当時 、 同委員会は、分離的教育を維

持 して い くこ とを前提 と した 改革案を政府に提

出す る 。 こ の 改革案 に反論 し、 盲学校の 閉校 と

視覚障害児の イ ン テ グ レーシ ョ ン要求 を求め る

意見書 を提出 した の が 、ABAPSTAS で あ っ た 。

そ の 後、国内で は新聞や ロ ーカ ル テ レ ビ 、ラ ジ

オ などの マ ス メ デ ィ ア を活用 し 、 盲学校批判 と

イ ン テ グ レ ーシ ョ ン 要求 の 拡大 を図 る ABAP −

STAS と 、 彼 ら の 主張 を批判す る 盲学校関係 者

と
一

部の 視覚障害当事者 とが対立 し、 視覚障害

児の イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 議論は沸騰する 。

　本研究 は次に 示す点で 重要な意義が ある と思
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われ る 。 ABAPSTAS に よる 主張は視覚障害 関

係者間の イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 議論 を活発 に さ

せ 、そ の あ り方を科学的に検証す る 18ヶ 月間 に

わ た る調 査研 究の きっ かけに な っ た （Anony −

meus ［1974c］135）1
。 研 究報告 は 1977年に出版

さ れたが 、こ れ は 1981年教育法の 施行 に基づ き

従 来の 特殊教育 （special 　education ）か らイ ン ク

ル ージ ョ ン を基本方針 とする特別な ニ
ーズ教育

（special 　needs 　education ） へ と転換 した イギ リス

国内の 視覚障害教育 シ ス テ ム 作 りに影響を与え

た （Gullifbrd［1977 ］236）。 また、　ABAPSTAS の

創設メ ンバ ー
は、国内で最大規模 を誇 り、現代

に お い て も視覚障害教育の 政 策に影響力の ある

王立盲人協会 （Royal　National　Institute　of 　the

Blind）と英 国盲 人連合 （National　Federation　of

the　Blind）の 幹部 とな り、80年代の 教育体制作

りに 携 わ っ て い る ・
。 つ ま り、ABAPSTAS の 創

設 とイ ン テ グ レーシ ョ ン 要求の 背景を解明す る

こ とは 、 現 在の イギ リ ス の 視覚障害教 育の シ ス

テ ム や そ の 理 念の 解明につ なが る基礎 的研究課

題で あ り、また イギ リス の 特別なニ ーズ教育 の

影響を受けて い る 日本の 特別支援教育の 今後の

あ り方 に 示唆 を与 える もの で あ る 。ABAP −

STAS は こ れまで に もMagee　and 　Milligan（1995）

及び Warnock ，　Norwich，　and 　Terzi （2010）をは じ

め とす る著書 にお い て イギ リ ス 視覚障害児の イ

ン テ グ レーシ ョ ン 運 動の 先駆 と して 紹介されて

きた （Magee ＆ Milligan［1995］viii ；Reid ［1993］

11 ；Wamock ，
　Norwich

，
＆ Terzi［2010］49）。 しか

しい ずれ も史実 と して の 表面的な描出に止 まっ

て お り、 同組織の 創設、及 びイ ン テ グ レーシ ョ

ン要求の 背景にあ る思想や 時代背景等に つ い て

明 らかに した先行研究 は存在しな い
。

　本研究は文献研究で あ り、 主な資料 と して は、

ABAPSTAS の 会報 （1970−1974）、 会議議事録 、

ABAPSTAS 関係者 に よる著書 、 新聞記事 、 さ

らに全国の 盲学校教員 に よ っ て組織され、盲学

校教 員 の 資格試 験 を実施 して い た College　of

Teachers 　of 　the　Blindの 刊行雑誌、　 Teacher　of　the

Blind （1960−1979）を使用す る 。 また 、 文献 か

ら得られ る情報を補足 する ため 、 2008年 7 月29

日に、ABAPSTAS の 創設メ ン バ ーで あ るE リー

ド （Fred　 Reid）氏 に リ
ー

ド氏 の 自宅で 4時間実

施 した イ ン タ ビ ュ
ー

結果 と、2011年 6 月に リ
ー

ド氏 よ り筆者宛に寄せ られた書簡 を併せ て 用 い

る
lli

。 対象時期 は 、　 ABAPSTAS の創設 メ ンバ ー

で最年長であ っ た ミ リ ガ ン が 出生 した 1920年代

か ら、同組織が イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン へ の 転換を

要求す る 1970年代 まで とす る 。

　 2，視覚障害児の教育 と就労

　第二 次世界大戦前イギ リ ス で は 、 1921年教育

法に基づ き基本的に 盲児は全 国に宗 団や有志組

織、地 方教育当局 （Local　Education 　Authority ）

に よ っ て 設置 された盲学校に おい て教育 を行 う

こ とが義務付 け られて い たが、そ の 多 くは貧窮

盲人学校を起源 とする基礎学校で あ り、職業訓

練部門 と作業所が併設 されて い た 。 義務教育の

対象で あっ た 5歳か ら16歳までの視覚障害児の

大多数 は こ の 基礎学校に在籍 し、点字 の 教育 に

加 え、通常 の 基礎 学校に 準 じた 教育を受けた

（Board　of 　Education［1937］6 ；Board 　of 　Education

［1930］　2−3＞。 卒業後は、バ ス ケ ッ トや椅子作 り、

編み物 など伝統工 芸の 職業訓練 を受 けた後、盲

人授産所 に 入所、もし くは家庭な ど の 盲人授産

所以 外 の 場所 で 就労す る の が
一

般的 で あ っ た

（Du 　Mez ［1939］252−253 ；Howard ［1945］132−

134）。

一方で は
一

部の 視覚障害児の 教育の 場 と

して 、セ カ ン ダ リ
ー ・ス クール と呼 ばれ る学校

が 存在 した 。 セ カ ン ダ リー ・ス クー ル は 、 19世

紀中期に富裕な家庭の 視覚障害児に対 し彼 らの

社会的地 位に適 した教育 を施すため創設 された

学校で あ り、当時上流階級 に 開か れ て い た大学

進学を視野に入 れ 、国語 、 古典語 、 数学 、 理科 、

地理学 など幅広 い 教科教育を行 っ て い た （橋本

［1972］33）。 セ カ ン ダ リー ・ス ク ール を卒業 し

た視覚 障害者 は聖 職者、弁護士 、教員等と して

就職した （Be11［1967］26）。

　 こ の 社会 階級 に よ っ て 分 断 され た教育制度

は 、 第二 次世界大戦後 、「すべ て の もの に普遍

的な中等教育」の 実現 を 目指 した 1944年教育法

制定 に よ っ て 廃止 され 、そ の 代替 と し て 初等、

中等 、 高等教育 とい っ た継続 的階梯制度が導入

一 20 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

1970年代 イ ギ リ ス 視覚障害当事者組織ABAPSTAS の 創設 とイ ン テ グ レーシ ョ ン要求 の 本質

され る。またすべ て の子 どもが 年齢、能力、適

性に応 じた教育を受け られ るよ うに とい う名 目

の 下 、 中等学校 におい ては一般教養の 習得 を 目

的 とす る モ ダ ン ・ス ク
ー

ル 、 職業教育を目的 と

する テ ク ニ カ ル ・ス ク
ール

、 そ して 大学進学 を

目的 とするグ ラ マ
ー ・ス ク

ール の 三 分岐型制度

が導入 された 。 こ れに よ り、こ れ まで の セ カ ン

ダ リ
ー ・ス ク

ール は グ ラ マ
ー ・ス ク

ール へ
、 そ

して 基礎学校は初等学校また は モ ダ ン ・ス ク
ー

ル へ と変容 した 。 進学 先の 学校は ll歳で 受験す

る適性試験に よ っ て決定され 、 大多数の 子 ど も

達が モ ダ ン ・ス クール に進学 した 。

皿．ABAPSTAS 結成の 背景 と目的

　 1．ABAPSTAS の 創設 メ ン バ ーと結成 の 背

　　景要因

　 （1）創 設 メ ン バ ーの 経歴 ：ABAPSTAS は 、

1970年に M ．ミ リ ガ ン （Martin　Milligan，
1928 −

1998）、 F．リー
ド （Fred　Reid，

1937−）、及 び C，ロ

ウ （Colin　Low ，1942−）の 3 人の視覚障害当事

者に よ っ て結成 された 。 最年長で あ っ た ミリ ガ

ン は、1923年 、 ス コ ッ トラ ン ドの グラ ス コ ーに

あ る悪 評の 高 い ス ラ ム 街 、ゴ ーバ ル ス （Gor −

bals） にて 出生 した 。 ミ リ ガ ン は、18ヶ 月の と

きに網膜芽細胞腫の ため両眼の 摘 出手術 を受け

るが、ゴーバ ル ス が 当時にお い て は珍 しか っ た

イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン を積極的 に展 開 して い たた

め 、 盲学校 で は な く、 ウ ォ
ーセ リ

ー ・ス トリ
ー

ト初等学校 （Wolseley　Street　Pdmaly 　School）及

びジ ョ ン ・ス トリ
ー ト中等学校 （Jon　Street　Sec−

ondary 　School）で 教育 を受けて い る （Magee ＆

Milligan［1995］vii）。 こ こ で ミ リガ ン は視覚障

害児の ため に 特別に作成 され た教材 と専 門教員

の 支援の もと16歳 まで 教育を受け、卒業 と同時

に、エ ジ ン バ ラ大学 に 進学 し、そ の 後は奨学金

を得て オ ッ ク ス フ ォ
ー ドに あ る バ リオ ル 大学大

学院 （Balliol　College） に進学 して い る 。

　 ミ リガ ン は、エ ジン バ ラ大学 で の 3 年間、西

欧 マ ル クス 主義哲学 を専攻 し、その 後 バ リ オ ル

大学大学院で は 、
マ ル ク ス 哲学へ の 理解を更に

深め るためヘ ーゲル 哲学 史研 究に邁進 して い る

（Magee ＆ Milligan［1995］vii ； Reid［1993］ll）。

ミリ ガ ン に とっ て マ ル ク ス は 「す べ て の 国民が

貧 困におび える こ とな く才能を最大限発揮 し自

由に生活で きる公平な社会」を構造するための

哲学で あ っ た （Reid ［1993］11）。 また社会変革

へ の 熱意 を持 っ て 、 大学時代 に は共産党に入党

し、1993年に死去する まで活発 な
一

員で あ り続

けた 。 しか し、 その 結果 ミ リガ ン は 二 重の 苦悩

を背負 うこ ととなる （Magee ＆ Milligan［1995］

viii）。
バ リオ ル 大学 を優等学位 を もっ て 修了 し

た ミ リガ ン は、その 後オ ッ ク ス フ ォ
ー ドで研 究

す る傍 ら、 大学講師の 職 を探 して い た 。 しか し、

D ．マ ッ カ
ーサー （Douglas　MacArthur，1880−1964）

に よ っ て ア メ リ カ に続 きイギリ ス で も反共産主

義が蔓延 しつ つ あ っ た 当時、視覚障害 を有 して

い る上 、
マ ル ク ス 主義を支持する 共産党員 ミ リ

ガ ン を雇用する大学は なか っ た （Magee ＆ Mil−

ligan［1995］viii−ix；Reid ［1993］11］。 当時の 心境

を ミ リガ ン は次の よ うに語 っ て い る 。

　私 はそれまで 盲人 とは ただ 単に視覚が 欠如 し

た 普通の 人 々 だ と考えて い た。 しか し、（中略）

自立 した生 活 を送 ろ うと思 うの で あれ ば、晴眼

雇用者が盲人 に対 して用 意 した職業に就 くしか

な い とい うこ との 確信 を得た （Magee ＆ Milli−

gan ［1993］52）

　失業状態が 7 年続い た後 ミ リ ガ ン は、教職 に

就 くこ とを
一

旦 あきらめ、経済的 自立 を見込め

る速記者 に なる こ と を選択 し、盲人訓 練施設 に

入所する 。 速記者 とは 、 第二 次世界大戦後、製

造職に代わ る い わゆ る盲人 の ホ ワ イ トカ ラ
ー職

業 として 開拓が進め られ 、 1950年代 中期か ら増

加 し1960 年代 に は約 600 人 が従 事 して い た

（Ministry　of 　Health
，
1950 ；1956 ；1960； 1962）。

しか し高等教育機関で 教職 に就 くこ とを切望 し

て い た ミ リガ ン に と っ て 、 それは 盲人 で も可 能

と社会が決め 込ん だ 、 「晴眼者が 目をつ ぶ っ て

で もで きる」職業で あ り （Reid ，
2011）、あくま

で 経済的自立 を 図る た めに選択 した職業で あ っ

た 。
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　速記者 として の 技術 を身に つ けた後、 ミ リ ガ

ン は ようや く共産党新聞、デ イ リ
ー ・ワ

ーカ ー

（Daily　Worker ）で の 事務補助 の 職 を得 た が 、

Magee 　and 　Milligan（1995）が指摘 する よ うに、

こ れ は ミリガ ン が 有する能力を遥か に 下 回 る職

で あ っ た （Magee ＆ Milligan［1995］ix）。 十数年

に 渡 り事務補助 と して 生計 を立て て い た ミ リガ

ン が念願で あ っ た大学で の 人文哲学部講師 （リ

ーズ大学 ） と して の 職 を得た の は 、 1959年 、 36

歳の ときで あ っ た 1・
。

　
一
方、F ．リー ドは 1937年 に エ ジ ン バ ラ で 熱心

な共産主義者の 家庭 に 生 まれる 。 14歳で両眼網

膜は く離に よ っ て失明する まで は 、 初 等教育時

代はグ ラ ス ゴ ー
に ある通常学校、ソ ーシ ャ リ ス

ト ・サ ン デ ー ・ス ク
ー ル （Socialist　Sunday

School）で 学ん で い る 。 1952年に リ
ー

ドは親元

を離れス コ ッ トラ ン ドに ある、エ ジ ン バ ラ盲学

校 （Royal　Blind 　School　Edinburgh）に転校す る

が 、 そ こ で は盲学校校 長 としば しば対立 した 。

リー ドは 、両親の 影響 もあ り自ら大 学進学 を希

望 して い たが、盲学校校長 は、盲人が 盲人授産

所 に入所し伝統工芸 に従事す る と い う当時 の
一

般 的な 進路以 外 の 道 を進 む こ とに否 定的で あ

り、 断固 と して 進学 に反 対 した とい う （Reid

［2007］15）。 こ の 背景 には、すで に述 べ た よ う

に エ ジ ン バ ラ 盲学校 を含む伝統的 な盲学校 は 、

基礎学校が前 身となる、盲人授産所に 入所する

こ とを前提 とした学校教育 を長年施 して きた 学

校で あ り、「勉強好 きな生徒 」 よ りも 「産業社

会にお い て
一

流の 伝統工芸 を目指す」生徒の 育

成に偏重 して い た こ とが挙げ られ る （College

of 　Teachers 　of 　the　Blind ＆ National　InstitUte　for　the

Blind［1936］11）。 また1950年代当時、すで に 盲

学校卒業生に は盲人授産所以 外の進路 も解放 さ

れて い たが、盲人授産所以 外の 進路に は消極 的

な盲学校が少な くなか っ たこ とも関係して い た

と思 われ る 。 し か し リ
ー

ドに と っ て当時 の 肓学

校は 、 居心地 の 悪 い 場で あ っ ただけ で な く、後

に 「盲人 に対 して 高 い 期待が な く、自ら進ん で

物事に挑戦 しない か ぎり、だれ もが 無気力とな

る 場」 ・と述 べ て い る よ うに、嫌悪感 さえ抱 く

場 であ っ た 。

　 リ
ー

ドは、校長 の 意向に従うこ とな く、エ ジ

ン バ ラ 大学 に進み、 ヨ
ー

ロ ッ パ 史で学位 を取得

し、首席で 卒業す る。リー ドは、博士 号 を取得

する ため 大学院へ の 進学を希望するが 、盲で あ

る が ゆ えに 歴史学 を学ぶ こ とは不可能で ある と

断定す る、大学教授 の反対 に遭 い 対立す る 。 リ

ー
ドは ク イーン ズ ・カ レ ッ ジ ・オ ッ ク ス フ ォ

ー

ド （Queens　College　Oxford）に進学し、1966年

に ウ ォ
ー

リ ッ ク大学で講師と して教鞭 を とる傍

ら、1967 年 に社 会史で 博 士号を取得 し て い る 。

こ うして幾度 もな く盲学校関係者を含め周 囲の

偏見 に遭遇 し 、 「不必 要な社会 的障壁」 を経験

した リー ドは （Reid ［2007］16−17）、不平不満に

満ちてお り、自学校卒業後は盲人連合 （Nation−

al　Federation　ofthe　blind以下 ：NFB ）に入団 し活

動 して い た が 、組織内で もしば しば周囲 と の 対

立 を繰 り返 して い た 。 リ
ー

ドは こ の こ ろか ら視

覚障害者組織 の 漠然 とした 目的に い ら立 ちを感

じ、 他の 障害種の 障害者組織、DIG （Disability

Income 　Group）に 入 団 して い る （詳細 に つ い て

は後述する）。

　 ABAPSTAS の 結 成 メ ン バ ー
の 中で も最年少

で あ っ た C，ロ ウは、 ミ リガ ン 、リー ドと同様に

ス コ ッ トラ ン ドにて 1942年に出生 した 。 3歳で

失明 した ロ ウは、そ の 後は エ ジ ンバ ラ盲学校及

び 、 大学進学を目指す盲人の た め の グラ マ ー・

ス ク ール 、ウ
ー

ス タ
ー盲学校で 教育を受けて い

る 。 卒業後は、オ ッ ク ス フ ォ
ー ド大学及びケ ン

ブ リ ッ ジ大学 に進み 、 法律 を学び 、 学位取得後

は 26 歳 に して リ
ーズ 大 学 に 刑法学 ・犯 罪 学

（Law 　and 　Criminology ）の 講師 と し て就任する 。

ロ ウ は ミ リガ ン や リ
ー ドの よ うに通 常学校で の

教育経験 はな く、また比較的順調に講師に就任

して い る 。 しか し ロ ウ は戦後イギ リ ス 政府が打

ち出した新しい福祉 サービ ス の 内容に不満を持

っ て い たこ とか らNFB に入 団 し、そ こで ミリガ

ン と リ ー ドに 出会 う。

　 （2）大 学着任 後 の 困 難 と組識創設 へ の 決

意 ： ミ リガ ン及び ロ ウ は リ
ーズ大学で 、リー ド

はウ ォ
ー

リ ッ ク大学でそ れ ぞ れ教鞭 を と っ て い
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1970年代 イ ギ リス 視 覚 障 害 当事 者組 織 ABAPSTAS の 創 設 とイ ン テ グ レ ーシ ョ ン 要 求 の 本質

た が 、視覚障害者に とっ て大学講師として の 多

岐 に渡 る 日常業務 をこ なすの は並大抵の こ とで

は なか っ た 。 講義の 準備の ため 多くの 図書 と論

文に常 に 目を通 して お く必要があ っ たの は もち

ろ ん の こ と、学生 に よ る手書き の レ ポ ー
トや 筆

記試験 の 採点、また大学委員会等の 会議資料 の

作成や発表準備 もあ っ た 。 高価 な タ イプ ・
ライ

ター、点字 タイプ ・ラ イ タ
ー、録音機等の 機材

は こ れ らの 業務 をこ なす にあた り不可 欠で あ っ

た し、点字図書、音声図書、また点訳 をは じめ

資料の レ イ ア ウ ト等が で きるある程度の 専門知

識 を持 つ 晴 眼ア シ ス タ ン トも不 可欠で あ っ た

（Association　of 　Blind　and 　Partially　Sighted　Teach−

ers　and 　Student［1970］2）。 支 えて くれ る ボ ラ ン

テ ィ ア は い たが 、彼 らは必ずし もこ れ らの 業務

に必要 となるス キル と時間を有 して い なか っ た

（Reid［2007］18）。
ミ リ ガ ン 、リ

ード、 ロ ウ は直

面 して い た 困難に対 し、彼 らは、こ う した仕事

は無償 の 奉仕活動 と して で は な く、必要 な技術

と技能 を有 した、専属の 支援者 に よる、有料の

活動であ るべ きとい う考えを共有 して い た 。 そ

して支援を受 け る に 際 し発生 す る 費用 は政府が

負担すべ き と い うの が彼 らの 考 えで あ っ た

（Association　of　Blind　and 　Partially　Sighted　Teach−

ers　and 　Student［1970］1）。 こ れが ABAPSTAS 結

成の 根源に ある理念で あ っ た 。

　 （3）当事者運動 と障害者組織 DIG か らの 影

響 ：以上 の よ うにABAPSTAS の 結成 の 直接的

要因に は 創設 メ ン バ ー
が 当時の 職場で 直面 して

い た 困難が あ っ たが 、障害 当事者運動が活発化

する 1960年代 とい う時代背景に も支えられて い

た 。 戦後イギ リス で は 、 事業主 に対 し障害者を

一
定の 割合雇用する こ とを求め る 1944年障害者

雇用法 （Disable　Person［Employment ］Act ） をは

じめ 、1946年に は障害者の 住宅生活に対す る医

療的支援 を各自治体が 行うこ と を義務付 ける国

民保険サ
ービス 法 （National　Health　Service　Act）

が 、 そ して 1948年 に は障害者に対する経済的援

助 を保障する 国民扶助法 （National　Assistance

Act）が制定され る など、社会保 障 ・社 会福祉

政策 も整備 され つ つ あ っ た。 また 1950年代に は

「精神疾患に 関する委員会報告 （Report　of 　the

Royal　Commission　on 　Mental　Deficiency）」が政

府に よ っ て提出され 、 コ ミュ ニ テ ィ ケ ア とい う

言葉が初めて公的に使用 され る。 しか しなが ら、

戦後 の 社会保障 ・福祉政策が 打 ち出 し た華や か

な理念、す なわ ち 「ゆ りかご から墓場 まで 」や

コ ミ ュ ニ テ ィ ケア とは裏腹 に 、 多 くの 障害者は 、

相変わ らず不利 な状況 に い た 。 イギ リス 社会全

体が豊か に なりつ つ ある中、多 くの 障害者た ち

は依然 と して 貧困状態にあっ たほか 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ ケ ア とい い つ つ も、障害者 は少 しの サ ービ

ス か、老人病棟ある い は慢性病棟 へ の 入院かの

い ず れ か を選択せ ざる を得 な い 状況 にあ っ た

（田中 ［2005］59）。

　 こ の 時代背景の もと1960年代中期以 降、障害

者当事者に よ る運動が活発化す る 。 そ の 先駆け

とな っ たの が、1965年に ミ
ーガ ン ・

デ ユ ボイソ

ン （Megan 　Duboisson ） とべ レ ッ ト
・ム ー

ア

（Berit　Moore ）の 女性 障害者 2 人 に よ っ て 結成

され た、障害者年金運動組織 （Disablement　In−

come 　Group ；以下DIG ）で あ っ た 。彼女 ら の 日

的は、政府 に 対 し、当時設け られ て い た障害者

の 年金等の 所得保障政策 を見直 し 、 職 に つ い て

い な い 女性障害者 に対 して も所得保障がな され

る よ う政 府 に 改 善 を 求 め る こ と で あ っ た

（Lynes ［1974］44−45）
vto

　DIG は、障害種を特定

しな い と い う点で 、障害種毎に組織 され た盲人

協会 （National　Institute　fbr　the　Blind；以下 NIB ）

（1868年創設）や NFB （1947年創設） とい っ た

伝統的な 障害者組織とは明 らか に異なる組織で

あ っ た ほか （田 中 ［2001］3 ；Finkelstein ［2001］

3）、彼女 らの 目的 は明確で現実的で あ り、こ れ

もリ
ー ドか らす る と社会 と の 良好な 関係を保持

する こ とを最優先するがゆえ予定調和的課題 に

の み 取 り組 むNIB や NFB と は 異 な っ て い た

（Reid，2011）。 こ れ まで に 直面 し て きた社会的

不利 に憤 りを感 じて い た リ
ー ドは、DIG の 明確

で 現実 的な組織方針 に惹かれ、1968年か ら同団

体の 幹部を努め る な どDIG の
一

員として活動す

る （Reid，
2011）。 そ して 以 ドに 示す リー ドの 言

葉か ら もわ か る よ うに ABAPSTAS は 、 当事 者
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運動 と、と りわ けDIG の 影響を受け結成 され た

の で あ っ た 。

　DIG は 、 ア メ リ カ にお ける黒 人の 公民権運動

の よ うに、時代 の 申し子で あ っ た 。 彼女 らは、

NFB に所属して い た我 々 、マ
ー

テ ィ ン ・ミリガ

ン と コ リ ン ・U ウそ して ブ レ ッ ド・リー ドの 3

人を発奮させた （Reid ［2007］17）。

　 2．ABAPSTAS の結成目的と活動内容

　ABAPSTAS 結成 の 構想 は、1970年の とある

週末に、ケ ニ ル ワ ース にある リー ド宅に集結 し

た 3 人に よっ て具体化 され、第 1回総 会で は会

長に ミリガ ン が、書記に ロ ウが、会報の 編集長

に リー ドが 、 そ して 大学 で の 教職 を目指 して い

た当時 、 大学院生 で 、 米国で 点字及び録音図書

サ
ービ ス （American 　R．ecording 　fbr　the 　Blind　li−

braly）で の 勤務経験 を持 つ ロ ジ ャ
ー ・

ウ ィ リ

ァ ム ズ （Roger　Williams） が学生代表 と して選

出 され た （Reid，2011）。 以 上の よ うに して

ABAPSTAS は、高等教育機関 に所属す る視覚

障害当事者を中心 とした組織と して 1970年に創

設 され た。メ ン バ ーに は大学教員だけで な く高

等教 育機関 で学ぶ 大学生 ・大学院生 が含 まれて

い た 。 1974年に は 、 心理学 を専 門 とす る M ．エ

イ ビス （M ．Avis）、 政治学 を専 門 とする R ．ウ ィ

リ ア ム ズ （R ．Williams）、経済学を専門 とするT ，

ム ーデ ィ　（TMoody ）な ど大学で 教鞭を と る視

覚障害者 らも加わ り、 約 100人 の 会員 を抱 える

組織 へ と成長 した （National　Federation　of 　the

Blind＆ Association　of 　Blind　and 　Partially　Sighted

Teachers　and 　Students［1973］9 ；Reid，2011）。

　同組織の 主た る活動 は 、 高等教育機関で勤務

す る 、 もしくは学ぶ視覚障害者に対 し支援体制

を確 立す るため、国に対し支援者の 要請とそれ

に対する報酬 の確保 とい っ た人的資源 と、点字

図書 、 音声図書の 拡大 とい っ た物的資源の 充実

を求め る もの で あ っ た （Reid，2011）。また高等

教育 を修了 した視覚障害者 の 就労先 の拡大 に も

力 を入れ て お り、 例えば 、 1974年に は王立盲人

協会 の 教育担 当者 と共に 国会に 出向き、初等、

中等学校にお い て 視覚障害教 員を積極的 に雇用

する よ う地方教育局 に 指導する こ とを政務次官

を通 して 要求 して い る （Department　of 　Educa−

tion　and 　Science，1974b）。 同年に は、失明 した

学校教員が障害を理 由に職場を解雇 され た問題

に も関わ り、 職場復帰には至 らなか っ た もの の

労働 裁判所 を通 じて賠償 金 として 3
，
700ポ ン ド

を得て い るが、これ も就労先拡大の ため の 活動

の
一

環で あ っ た （Association　of 　Blind　and 　Par−

tially　Sighted　Teachers　and 　Student［1974］6）。 同

組織は視覚障害関連団体だ けで な く障害者職業

協会 （Association　of 　Disabled　Professionals＞や、

イ ギ リス 最大 の 教職員組合 、 全 国教員 組織

（National　Union　of　Teachers）等 とも活動を共に

して い た 。 ABAPSTAS に よ る要求は 、 その 後 、

1980年代に政 府に よる支援政策 、 「職業 ア ク セ

ス （Access　to　Work ）」 vuが策定 された こ とに よ

り結実 し、そ れ以 降、同組織の 活動は次第に 衰

勢に向か う　（Reid，
　2011）。

皿．イ ンテ グ レ
ー

シ ョ ン要求の契機 とその展 開

　 1．分離教育維持 を求め るバ ーノ ン報告書 と

　　ABAPSTAS に よる イン テ グ レ ー
シ ョ ン要

　　求の 発生

　ABAPSTAS がイ ン テ グ レ ー
シ ョ ン 要求を開

始する直接的契機 とな っ たの が 1972年に視覚心

理 学専 門で あ っ た M 。D ．バ ー
ノ ン を中心 と し、

そ の 他、 大学教員 をは じめ 王立 盲人協会 、
ヘ ン

シ ョ
ー
盲人協会 （He 皿 shaw

’

s　Society　for　the　Blind）

な どの 有志組織 、 盲学校や弱視学校 関係者等の

合計 18人で構成 される調査委員会に よ っ て作成

され た バ ーノ ン 報告書で あ っ た 。 同報告書は、

1950 年代以 降の 視 覚障 害児 数 の 減 少 に 伴 い

（Ministry　of　Education ［1962］22−23）皿 、盲学校の

今後の あ り方に つ い て検討するた め 当時教育大

臣で あ っ た M ，サ ッ チ ャ
ーの 要請 を受 けて作成

された 。

同 委 員 会 は 、 自 ら が 実 施 し た 実態調 査 と

ABAPSTAS を含 む69の 組織 と103の 個 人か ら書

面 で 寄せ られた証言 を基 に当時 の 盲学校教育の

実態を分析 した 。 そ して、当時の 三分岐型中等
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教育制度を反映 した分離教育 を維持する こ とを

前提 に全国にある既存の 盲学校を統廃合 ・再 配

置す る こ とを勧告 した （D 。partment　of ・Educa −

tion　and 　Science［1972］107−109）。

　 当時 、 イギ リス の 学校教育で は次 の 2 つ の 動

きが み られ て い た。一
つ は戦後導入 され た 「年

齢、適性、能力」に応 じた 三分岐型 中等教育制

度の 見直しであ る 。 こ の 制度に よ っ て児童生徒

は11歳で 適性試験 を受け 、 その 結果 をもとにモ

ダ ン ・ス ク
ール 、テ ク ニ カ ル ・ス ク

ール 、 グラ

マ ー ・ス クール の い ずれ か に進学 して い た の は

先述 した 通 りで ある。しか し1960年代ごろか ら

は生 活 レベ ル の 向上 とともに イギ リス 国民の 中

で教育に対する 関心が高ま っ た の を背景に （ハ

ルゼ
ー

［1963］6；Ministry　of 　Education［1959］47−

49）、 あ らゆる能力や適性を有する児童生徒を

対象 とする総合制中学校 （コ ン プリヘ ン シ ブ ・

ス クール ）の 設置 の 動きが 主流 とな っ て い たが 、

それ に対 して バ ーノ ン報告書は三 分岐型中等教

育制度を現状の まま維持 した上 で 盲学校を全 国

的に再配置する こ と を勧告する 。 そ の 理由は多

くの 子 ども達に適 した学校 はモ ダ ン ・ス ク
ール

で あ り、「上級の 学問を必要 と して い る子 ど も

達は 少数で ある ため、それ を提供する学校 は
一

部で 十分で ある」と い うもの で あ っ た （Depart−

ment 　of 　Education　and 　Science［1972］9．15）。

　 2 つ 目の 動 きとは イン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 拡大

であ る 。 盲児に つ い て は97％が寄宿制盲学校で

学ん で お りイ ン テ グ レ ーシ ョ ン は普及 して い な

か っ た もの の 、他 の 障害種 に つ い て は 、 1970年

代 まで に約 1 万 1000人が そ の対象となっ て い る

な ど、 イン テ グ レーシ ョ ン は着実に拡大 して い

た （Department　of 　Education　and 　Science［1974a］

3）・・。 バ ーノ ン 報告書で は、60年代に 2 つ の 盲

学校 で 実験 的に 行われ た イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン の

事例報告を紹介 し、視覚障害児の イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 可能性に つ い て触 れて い る 。 しか し、

こ れは一部の 学校 にお ける事例に過 ぎな い と、

イン テ グ レ ーシ ョ ン に つ い て は慎重 な姿勢を見

せ、今後更なる研究が お こ なわ れ る必要性を勧

告した 。

　 医療 関係者や 教育関係者 は、綿密 な調査 に基

づ く専門家集団に よる労作 と して バ ーノ ン報告

書 を高 く評価 した （Collegc　of 　Teachers　of 　the

Blind［1973］118−119；Harcourt［1975］359）。　こ れ

に対 し、「全体 的に明確な理念 の な い
、 また現

実性、明白性、一
貫性 に欠けた非常に落胆 的な

報告書」 と批判 した の が ABAPSTAS が 中心 と

な り作 成 した意見書で あ っ た （National　Federa −

tion　ofthe 　Blind＆ Association　ofBlind 　and 　Partial−

1y　Sighted　Teachers　and 　StUdents［1973］9）。 同意

見書は 、 当事者組織で ある ABAPSTAS 及び NFB

の 両団体 に よる もの と して 1973年 11月に当時の

教育大 臣M ．サーチ ャ
ーに提 出され た 。

　 ABAPSTAS は と りわけ イ ン テ グ レ ーシ ョ ン

に つ い て は 、
バ ーノ ン報告書が 「多 くの 事例 が

すで に ある に もかかわ らず十分に言及 して い な

い 」と批判 した 。 そ して 1960年代に実験的に盲

学校を拠点として 実施され た 2 つ の イ ン テ グ レ

ーシ ョ ン の 事例 と 、 ミ リガ ン 自身が経験 した ス

コ ッ トラ ン ドで の 事例 を挙 げ た 。 さ ら に 、

ABAPSTAS らは意見書の 中で 、 「視覚障害者は

高い 潜在的能力が ある 」 に もか か わ らず、「不

必要に教育的 に未発達な状態に ある」こ と を挙

げ （National　Federation　of　the　Blind＆ Association

of 　Blind　and 　Partially　Sighted　Teachers　and 　Stu−

dents［1973］9−15）、 その 結果、多 くの視覚障害

者が 「失業 し、 もし くは低賃金、低身分 の 職業

に就 い て い る 」こ とを主張 した。そ してその 直

接 的原因 として 、 寄宿制盲学校 とい う家庭や地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ か ら分離された場 によ っ て 、 心

理 的安定や 社会性の 発達が 阻害 されて い るこ

と 、 さらに 、 8 割以 上 の 盲児の 教育の 場とな っ

て い る モ ダ ン ・ス クール は刺激の ない 非教育的

な場 と なっ て い る ほか、高等教育へ の 道を閉ざ

して い るため 、 低賃金で雇用が 不安定な盲人授

産所で の就労以外 の 選択肢が奪 わ れ て い る こ

と、すな わ ち当時の 三分岐型中等教育制度にお

ける盲学校教育の 問題点 を挙げた の で あっ た 。

　 こ れ を解消す る 手段 と し て ABAPSTAS が 挙

げたの が重複障害児 を除 くすべ て の 視覚障害児

に対する イ ン テ グ レーシ ョ ン で あ っ た 。 具体的
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に彼 らは、通 常学校に視覚障害教育専門家が配

属 され た 特殊 ユ ニ ッ トを設 置す る こ と を提案

し、 全 国にある40の 通常学校 にそれ を設置する

こ とに よ り約 8割 の 視覚障害児の イン テ グ レー

シ ョ ン が 可能で ある と した 。 彼 らは意見書の 中

で 「大規模な通常学校で は、少数の 視覚障害児

の ニ ーズ が適切 に 対応 されな い 可能性が ある」

との 懸念 を示 しなが ら も （National・Federation・of

the　Blind ＆ Association　of 　Blind　and 　Partially

Sighted　Teachers 　and 　StUdents［1973］43＞、専門家

が配置 され る こ とが重要で あ り、そ れが 実現す

れ ば盲学校 、 弱視学校が担 うべ き役割は な くな

るため、それ らを廃校 とす るべ きとの 見解を示

した 。

　 2 ．意見書作成 まで の 背景 とイン テ グ レ ーシ

　　 ョ ン要求の展開

　 同 意 見 書の 作成 に 際 し て 、ABAPSTAS は

1968年か ら1973年ま で に少 なくと も 5 回 にわた

っ て 会議 を開催 した 。 こ の 会議 に は 、ABAP −

STAS の メ ンバ ー
に加え、　 NFB 及 び視覚障害者

連盟 （National　League　of　the　Blind＆ Disabled）

の 会員お よそ 100名も集結 し、イ ン テ グ レ ーシ

ョ ン に つ い て意見が 交わ され た 。 参加者の 8 割

強は盲学校 もし くは弱視学校で 教育 を受 けた視

覚障害当事者で あ り、 同時 に、自立 した生活を

送 りなが らもその 生活 を維持 するた め苦難に直

面 し て い る 人々 で もあ っ た （National　Federation

of　the 　Blind＆ Association　of 　Blind　and 　Partially

Sighted　Teachers　and 　Students［1973］7）。 意見書

作成 の 中心 的役 割 を果 た した の は 、 ABAP −

STAS 創設 メ ン バ ー
で イ ン テ グ レ ーシ ョ ン支持

者 で あ っ た ミ リガ ン で あ り （Low ［1993］159；

Reid，2011）、 同 じくABAPSTAS 創設 メ ン バ ーで

あ っ た ロ ウ はABAPSTAS の 代表と して 、 そ し

て リ
ー

ドは NFB の 代表 と して 意見書に 名 を連ね

た。

　 ABAPSTAS の イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン 要求 は 、

バ ー
ノ ン 報告書 に対す る意見書内に留 まらな か

っ た。 イギ リ ス 大 手新 聞、タ イム ズ 紙教育版

（Times　Educational　Supplement）をは じめ、 ミラ

ー （Mirror＞や ヨ
ー

ク シ ャ
ー ・ポ ス ト （York一

shire 　Post）などの 新聞を通 し、盲学校 を 「非教

育的」 な 「ス ク
ー

ル ・ゲ ッ ト
ー

」 と非難 した

（Parry，
1974 ；Timcs　Education　Correspondent

，

1974）。 また、 盲児が分離 される の で はな く、

イ ン テ グ レ
ー

トされ る こ と こ そが 、 「盲 人の 願

望 で ある 」と世間に 訴 え （Anonymous ，1974a ；

1974b）、活動 の 拠点 として い た ヨ
ー

ク シ ャ
ー地

区 の ラ ジオや テ レ ビに も出演 をし、彼らの 主張

を全 国的に広め る活動 を行 っ た （Association　 of

Blind　and 　Partially　Sighted　Teachers　and 　Student

［1974］9）。

　
一

方、ABAPSTAS に よ る主張は 「正 当性の

な い 仮説 に基 い た」、「真実 の 甚だ しい 曲解で あ

る」　〔Heads　ofILEA 　Schools［1975］56−57；Hump −

ston ［1975］120−124； Vemon ［1975］36） と盲学

校関係者か らは批判 され 、1975年に は 、 ABAP −

STAS の 自学校批 判 の 内容 を検証す る ため の 実

態 調 査 が 盲学校 校長 会 に よ っ て 実施 さ れ た

（Heads　of 　ILEA 　Schools［1975］56−57）。 また、視

覚障害 当事者 からも批判 され た 。 当時通常学校

に教 員 と して勤 務 して い た 、女子 中等グ ラ マ

ー ・ス ク
ー

ル 、チ ョ ーリ ウ ッ ド盲学校卒業生で

あ るM ．ウ ィ ル ソ ン （Margaret，
　Wilson）お よ び

男子中等グ ラ マ
ー ・ス ク

ー
ル 、 ウ ース ター盲学

校卒業生 K ウ ィ ッ ト ン （Kenneth ，　R ．　Whitton）

は 、 イ ン テグ レーシ ョ ン は 、 十分な物的お よ び

人的資源の もと、「一部 の 選 ばれ た視覚障害児

に の み 実施可 能」 と の 見解 を示 した 。 そ して 、

盲学校 の 廃校 を求め るABAPSTAS ら を 、 「視 覚

障害者個人や家族に とっ て の 、真の イ ン テ グ レ

ー
シ ョ ン を理 解して い な い 」 と批判 し、 盲学校

が 引 き続き存続 しな くて は な らない こ とを主張

した 。 こ の よ うに 、 ABAPSTAS の 主張 は単 に

視覚障害 当事者対教育専門家 とい う対立構図 だ

けで な く、同 じ視覚障害当事者間で の 対立 構図

を も生 んだ の で あ っ た 。

】V．イ ンテ グ レ
ー

シ ョ ン要求 とその 本質

　 1．教 育の 質の 改善 と卒後の 進路拡大 の ため

　　の インテグレ ーシ ョ ン

　それで は何 ゆ えにABAPSTAS は
一

部の 視覚
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障害当事者や 、 教 育関係者 との 間に対立を生み

なが らもイ ン テ グ レーシ ョ ン を要求 した の だろ

うか 。 すで に述べ た よ うに同団体の 主張の 根源

に は当時の 盲学校教育の 質及び 、 三 分岐型中等

教 育 制度へ の 不 満が あ っ た 。そ し て ABAP −

STAS は意見書の 中で 、イン テ グレ ーシ ョ ン を

支持する理由 として 家庭や 地域 コ ミュ ニ テ ィ か

らの 分離 を回避で きる こ と 、 晴眼児とと もに学

ぶ こ とで刺激 ある教 育が受 け られる こ と 、 そ し

て 11歳 で 受験す る 適性試験 の 結果を問わず 、 大

学進学 も卒後 の 進路 として 含めた選択肢 の ある

総合制 中学校 で の 教育が可能 となる こ とを挙げ

て い る （National　Federation　ofthe 　Blind＆ Asso−

ciation 　of 　Blind　and 　Partially　Sighted　Teachers　 and

StUdents　［1973］43）o

　 こ れ はミ リガ ン 自身が ゴーバ ル ス で 先駆的に

実施 さ れ た イ ン テ グ レーシ ョ ン を通 して 体験 し

て きた内 容 と類 似 して お り、 また そ の 他 の

ABAPSTAS メ ン バ ー
に とっ て は理 想的 な教育

で あ っ た とい えよ う。とい うの も、 ミリガ ンを

除 くABAPSTAS メ ン バ ー
は 1940年代、 1950年

代 と未だ盲学校卒業後は盲人授産所に 入所する

の が 主流 であ っ た時代に盲学校教育 を受けなが

ら大学進学 を 目指 し、それ を果た した 人々 で 、

同世代盲人 の 中で も少数者で あ っ た 。 当時多 く

の 視覚障害児が通 っ て い た 盲学校 は基礎学校 を

基本 と した モ ダ ン ・ス クール で あ り、経済的 自

立 を教育 目標と し て 掲げ 、 また 隣接 し て 盲人授

産所が あ る中、大学進学 を希望す る生 徒 に肯定

的な学校は グ ラ マ
ー・ス ク

ール 以外 ほ とん どな

か っ た と考え る の が妥当で あろ う。 こ の 様子は 、

当時の 盲学校教育 を受けた リ
ー

ドが体験 した盲

学校 校長 との 対立 か ら も伺える 。 地域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 中で 、 大学進学も卒後の進路 として視野

に入れなが ら晴眼児 と共 に刺激あ る教育を受 け

る イ ン テ グ レ ー
シ ョ ン は 、 当時の 三分岐型中等

教育制度に基づ く盲学校教育で は成 しえな い 教

育で あ っ た 。

　 2 ．社会的偏見か らの脱 皮手段 としての イン

　　テ グレ ーシ ョ ン

　ABAPSTAS は イ ン テ グ レー シ ョ ン を実施す

るこ と の メ リ ッ トの
一

つ に 「障害の ない 人々 に

視覚障害及 び 、障害全般 につ い て正 し く理解 し

て もらえ る」こ と をあげて い る （National　Fed−

eration 　ofthe 　Blind＆ Assocjation　of 　Blind　and 　Par−

tially　Sighted 　Teachers 　and 　Students ［1973］44）。

ABAPSTAS の メ ン バ ーの 多 くはす で に述 べ て

きた ように盲人授産所へ の入所が
一般的であ っ

た 時代に大学進学 を 目指した 人 々 で あ り、リ
ー

ドと同様に 、 盲学校関係者 を含む周 囲 の 偏 見に

遭遇 した人 々 で あ っ た とい え よ う。

　また ミ リガ ン も、障害と思想的理 由か ら希望

する 職に つ けず、 7 年間の 失業状態 を経験 して

い る 。 彼は 1993年に出版 した著書の 中で 、 自身

が職 を探 し て い た 当時を振 り返 り、必要な 知

識 ・技 能 と十分 な職務経験 を持 っ て い て も、 視

覚に障害が あ る こ と か ら面接 に も呼 ば れ なか っ

たこ とを述 べ て い る 。 また その 理 由に つ い て 、

時に は、「事務所内に ある 階段 を視覚障害者は

上 る こ とが で きな い か ら」 とい っ た 、 視覚障害

に関す る誤 っ た認識に基づ くもの で あ っ た こ と

も明 らか に して い る （Magee ＆ Milligan［1995］

42）。 こ の ように、ABAPSTAS は 障害者に つ い

て正 しい 理解が 不足 して い るがゆ えに 生 じた社

会的偏見、社会的不利 に幾度 もな く直面 して き

た当事者た ちで構成され て い た 。 こ うした状況

か ら の 脱皮 を願 い 、彼 ら が イ ン テ グ レ ーシ ョ ン

要求 を行 っ た の は む しろ当然の こ とで あ り、 ま

たそ の 中心 的人物で あ っ た ミ リ ガ ン に と っ て

は、西欧 マ ル ク ス が 、 個 々 それ ぞれ が 有す る才

能 ・能力を最大限発揮で きる平等な社会へ の 哲

学で あ っ た よ うに 、イ ン テ グ レーシ ョ ン は障害

者が最大限 、才能 ・能力 を発揮 して い くため の

教育的手段 であ っ た の で ある 。

V ．おわ りに

　ABAPSTAS は ミ リ ガ ン 、 リー ド、
ロ ウ をは

じめ とす る大学で教鞭 をと る 3 人の 視覚障害当

事者に よ っ て 、高等教育機関に所属する視覚障

害者 に対 し支援体制の 確立 を目的 として 1970年

に創設 された 。 創設の 直接的要因には、 3人が

共通 に して 直面 した職場 で の 支援体制 の 問題が
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あ っ たが 、社会格差 に対 し不満を持っ て い た 障

害当事者に よ っ て 当事者運動が活発化 した時代

背景 もまた同組織 の設置を後押 しした 。 ABAP −

STAS は 1972年に発行さ れた バ ー
ノ ン 報告書 を

契機に盲学校 の 廃校 と重度重複障害 を除 くす べ

て の 視覚障害児に 対する イ ン テ グ レ ーシ ョ ン を

要求するが 、同組織 の 創設当初の 目的 を鑑 み る

と 、

一
見 、 イン テ グ レ ーシ ョ ン要求 とは無縁の

団体で あ っ た 。 その ABAPSTAS が イ ン テ グ レ

ーシ ョ ン要求を打ち出す背景に は次に示す2つ

の 要 因が挙げられ よう。第
一

に 、同団体の 主張

の 根源 には 、 当時の 盲学校教育 の 質及び、三分

岐型 中等教育制度へ の 不満があ り、その 解決手

段 と して 晴眼児 と共 に学 ぶ 、刺激的で 、卒後に

大学進学 も選択で きる総合制中学校で学ぶ こ と

が可 能な イ ン テ グ レーシ ョ ン を要求 した こ と で

ある。第 二 に社会的偏見に 直面して きた 当事者

に よ っ て 結 成され た ABAPSTAS に と っ て 、幼

少期か ら晴眼児 と視覚障害児が 共通の場で 学ぶ

イ ン テ グレ ー
シ ョ ン は、そ の 偏見の 解消手段 と

映 っ た こ と で ある 。

　 なお 、 資料 の 制限か ら検討で きなか っ た以 下

の 内容 を今後の 課題 として挙げる。そ れ は、戦

後の 教 育改革以後設置され た弱視児の た め の 学

校 （弱視学校）にお ける教育 の 質の 問題 との 関

連で ABAPSTAS に よる主張 を分析す る こ とで

ある 。 イギ リ ス における弱視教育は盲教育 と比

較 して 歴史が浅 く、弱視教育 の 専門性に つ い て

は 1970年代 にお い て も課題 として指摘 され て き

た （Department　of　Education　and 　Science［1972］

67−68）。 ABAPSTAS の メ ン バ ーの 中には弱視学

校 出身者 も少な くなか っ た ほ か 、 ミ リ ガ ン の
一

人息子で ある、マ
ー

テ ィ ン ・ミ リ ガ ン （Martin

Milligan） も生 まれ なが らに して弱視であ っ た

と い われて い る （Magee ＆ Milligan［1995］ix；

Reid ［1993］ll）。 すなわ ち 、 ミ リガ ン や ABAP −

STAS に よ る イ ン テ グ レ ーシ ョ ン 要求 の 背景 に

は、弱視教育を取 り巻 く課題等 も関連 して い た

こ とが 考え られ る 。

註

1

同調査研 究 は バ ーミ ン ガ ム 大学視覚障害研究所

　所長、M ．トビ ン （Micheal 　Tobin ） と教育研究財

　団 （National　Foundation　of 　Education　and 　Research）

　に よ っ て 1974年9月に 開始され た もの で あ り、M ，

　 トビ ン は研究を開始する に あた っ て 、 「イ ン テ グ

　 レーシ ョ ン が感情 的な議論 にな っ て い る」 ため 、

　科学的 研 究 の 必 要性 を挙げ て い る （Anonymous

　［1974c］135）。

・
創設 メ ン バ

ー
で あ る F．リードは 英 国盲人連合の 会

　長 を1972年か ら1975年まで 、王 立盲人協会の 理

　事を1974 年か ら1975 年、1999年か ら2006年 まで

　務め た 。 M ．ミ リ ガ ン は 英国盲人連合 の 会長 を

　1987 年か ら1988年 まで 、またC ．ロ ウ は 2000年か

　 ら 2009年 まで 王立盲人協会会長、2003年か ら現

　在 まで ヨ
ー

ロ ッ パ 盲人連合 の 会長 を務め て い る 。
・i・イ ン タ ビ ュ

ー
及 び 書簡 か ら得 られた情報を活用

　す る に際して は リード氏 の 同意を得て い る 。

・t’リ ーズ 大学 は 、1980 年代に新 しい 学問領域 と し

　て 「障害学 （disability　studies ）」を世界 に発信 し

　 た大学 として も知られ て い る 。

・2008年 7 月290 、 リ
ー

ド宅 に て リ
ー

ド氏 よ り聞

　 き取 り。
Vl

戦後 イギ リ ス で は 障害者の ため の 年金保 障政策

　が 策定され た が、そ の 対 象は
一

定年限以 上 、被

　雇用者と し て もしくは 自営業者 と して就労 した

　 もの に限 られ て い た。すなわち、重度 の 障害等

　で就労で きな い 障害者 や 、職 に 就 くこ とな く家

　庭 に入 っ たが、未亡 人 とな っ た女性障害者等 は

　対象外で あ っ た （Lynes ［1974］44）。
・・
　 r職業 ア ク セ ス」 は障害者が 仕事をする 上 で 、

　ま た は仕事を 始 め る 際 に 生 じる困難 に対応 する

　 た め必 要 とな る経 費を補助 する 政 策で あ り、

　 2011年現在も進め ら れ て い る 。

ru

イギ リス で は 1940年代か ら1950年代初頭 に か け

　て、未熟児網膜症に よる 視覚障害児の 数が 急増

　 した。しか し1957年 1 月の 時点で 119人 で あ っ た

　 5歳児の 数は 、1961 年 1月 の 時 点 に は60人 に減

　少 して い る （Ministry　ofEducation ［1962］　22）。

・・た とえば 、 1930年代、40年代 に 全 国で 約600人 の

　 て ん か ん児が寄宿制特殊学校に在籍 して い たが

　（Board 　of 　Education ［1936］124−125；Ministry　ofEd −

　ucation ［1949］183）、1950年代初頭 に は 抗 て ん か

　ん薬 の 開発 ・普及 に よっ て そ の 約 75％ が通常学

　校 に在籍 して い る。また難聴児に つ い て は 補聴

一 28 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

1970年代 イ ギ リ ス 視覚障害当事者組織ABAPSTAS の 創設 と イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン 要求の 本質

器 と通常学校に おけ る聴覚 障害児 の た め の 特 別

ユ ニ ッ トの 普及 に よ っ て 1950年代 ご ろ か ら多 く

が イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 対 象 と な っ て い た

（Cole［1989］120）。 さらに1950年代初頭に み ら れ

た教 育省に よる通常学校で 適切に 教育を受ける

こ との で きる障害児 を特殊学校に 送る こ とを禁

じる 回状276の 交付 もイ ン テ グ レーシ u ン の 拡大

を後押 しした 。
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    The  establishment  of  ABAPSTAS  and

their demand  for integration in 1970s England

Hisae MIYAUCHI

  ABAPSTAS  was  an  association  established  by  three visually  irnpaired individuals narned  MilLigan,

Reid and  Low  to address  the issues of  employment  and  education  ofblind  people in higher education,

Behind this establishment  was  their personal experiences  as  university  lccturers and  the disabitity

rights  movement  which  was  active at  the time. As  reasons  behind their demand  fbr integration, the fo1-

lewings were  given; firstly, at the core  of their demand  for integration, there was  a feeling ef  dissatis-

faction towards  the quality ofblind  school  education  and  the tripartite system.  For this reason, they  de-

manded  integration which  promised stimulating  education  and  made  higher education  an  eption  after

school,  Secondly, ABAPSTAS  being a  group with  members  that experienccd  social  barriers, integra-

tion which  would  make  sighted  children  learn side  by side  with  the blind children  from a  young  age

was  thought as a way  of  alleviating  the barrier.

Key words:  England, education  for the blind, organization  efthe  blind, integration
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